
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電

高まる省エネ意識

政
府
、
Ｈ
Ｐ
に
コ
ー
ナ
ー

「
％
抑
制
」
を
要
請

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
２
０
１
１
年
夏
の
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
悪

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
経
済
産
業
省
に
と
っ
て
目
下
の

課
題
の
一
つ
が
、
今
夏
の
電
力
需
要
を
乗
り
切
る
こ
と
だ
。
東
京
電
力
、
東
北
電
力

管
内
で
行
っ
て
い
る
節
電
に
加
え
、
７
月

日
に
は
関
西
電
力
管
内
で
の
節
電
も
要

請
し
た
。
電
力
需
要
の
高
ま
る
夏
の
間
は
、
日
本
列
島
全
体
で
電
力
需
給
は
綱
渡
り

と
な
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
節
電
の
取
り
組
み
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
も
再
検
討
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

日
本
全
体
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

東
電
、
６
０
０
０
万
ど
う
供
給
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現
在
、９
月

日
東
北
電

管
内
は
９
月
９
日

ま
で
の

平
日
９
―

時
に
、
昨
夏
の

同
じ
期
間
・
時
間
帯
に
使
用

し
た
最
大
電
力
の

％
を
超

え
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

夜
間
や
土
日
祝
日
、
避
難
所

や
東
電
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
周
辺
に
あ
る
事
業
所

は
対
象
外
。
対
象
者
は
企
業

ご
と
で
は
な

く
、
需
要
設

備
単
位
の
た

め
、
企
業
グ

ル
ー
プ
内
な

ど
で
大
口
需

要
家
同
士
や

大
口
需
要
家

と
小
口
需
要

家
が
共
同
で

電
力
使
用
を

抑
え
る
取
り

組
み
も
認
め

て
い
る
。

　
東
電
の
場
合
、
想
定
需
要

６
０
０
０
万

の
内
訳

は
、
大
口
需
要
家
が
２
０
５

０
万

約

％

、
小

口
需
要
家
が
２
１
５
０
万

約

％

、
家
庭
が
１

８
０
０
万

％

。

節
電
は
、
電
気
事
業
法

条

に
基
づ
く
電
力
使
用
制
限
で

あ
り
、
大
口
需
要
家
の
場

合
、
故
意
に
よ
る
違
反
者
に

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
さ
れ
る
。
海
江
田
万
里

経
済
産
業
相
は
「
一
律

昨

夏
比

％
の
使
用
抑
制
に

対
す
る
自
主
的
な
取
り
組
み

を
後
押
し
し
、
事
業
者
間
の

公
平
性
を
担
保
す
る
補
完
的

な
措
置
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
電
力
使
用
制
限
の
対
象
者

の
う
ち
、
小
口
需
要
家
や
家

庭
に
は
法
的
な
制
限
が
な

い
。
一
方
で
小
口
需
要
家
と

家
庭
を
合
わ
せ
た
想
定
電
力

需
要
は
、
全
体
の

％
に
上

る
。
経
産
省
は
自
主
的
に
節

電
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た

め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

た
。

　
夏
期
は
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス

で
消
費
電
力
の
多
い
エ
ア
コ

ン
を
使
う
た
め
に
、
例
年
電

力
需
要
は
高
ま
る
。
政
府
の

電
力
需
給
緊
急
対
策
本
部
が

５
月

日
に
公
表
し
た
対
策

方
針
「
夏
期
の
電
力
需
給
対

策
に
つ
い
て
」
で
は
、
最
大

限
の
電
力
融
通
を
行
っ
た
場

合
で
も
、
東
京
電
力
管
内
で

は
想
定
す
る
需
要
が
６
０
０

０
万

、
供
給
力
は
５
３

８
０
万

と
見
込
む
。

・
３
％
電
力
使
用

需
要

を
抑
え
な
け
れ
ば
、
電
力
が

決
定
的
に
不
足
す
る
こ
と
が

確
実
だ
と
し
た
。
東
北
電
力

管
内
で
も
、
想
定
需
要
１
４

８
０
万

に
対
し
、
供
給

力
は
１
３
７
０
万

。
７

・
４
％
の
使
用
抑
制
の
必
要

が
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
は
広
範
囲

に
わ
た
る
大
規
模
な
地
震
だ

っ
た
た
め
、
余
震
は
当
面
続

く
見
込
み
。
し
か
も
供
給
力

を
積
み
増
す
た
め
の
火
力
発

電
所
は
、
「
被
災
し
た
設
備

を
慌
て
て
立
ち
上
げ
た
」

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

う

え
老
朽
化
し
て
い
る
。
昼
夜

連
続
運
転
の
途
中
で
運
転
を

中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
需
要
と
供

給
を
ぎ
り
ぎ
り
の
レ
ベ
ル
で

均
衡
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
東
電
、
東
北
電
の
管

内
で
、
大
口
需
要
家

契
約

電
力
５
０
０

以
上
の
大

口
契
約
者
の
こ
と
。
企
業
や

官
公
庁
の
オ
フ
ィ
ス
や
工

場
、
施
設
な
ど

、
小
口
需

要
家

同
５
０
０

未

満

、
家
庭
の
３
部
門
に
対

し
て
一
律
に

％
の
電
力
使

用
抑
制

節
電

を
要
請
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
政
府
の
節
電
対
策
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
節
電．

ｇ

ｏ．

ｊ
ｐ
」
に
新
た
に
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
小
口
需
要
家

に
は
電
気
代
の
請
求
書
や
検

針
票
か
ら
昨
夏
の
最
大
使
用

電
力
を
把
握
し
て
も
ら
う
。

業
種
ご
と
に
例
示
し
た
効
果

の
高
い
節
電
策
を
基
に
、
節

電
行
動
計
画
を
作
成
し
て
も

ら
い
、
「
節
電．

ｇ
ｏ．

ｊ

ｐ
」
に
登
録
、
公
表
し
て
も

ら
う
。
合
わ
せ
て
、
経
産
省

予
算
と
し
て
「
節
電
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
実
施
。
主
だ
っ

た
小
口
需
要
家
に
電
気
主
任

技
術
者
な
ど
の
専
門
家
が
戸

別
訪
問
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
方
法
や
事
例
を
紹
介
す

る
。
経
産
省
と
し
て
も
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
節
電
し
て
い
る
こ
と
を
来

店
客
な
ど
に
理
解
し
て
も
ら

う
必
要
の
あ
る
業
種
な
ど
を

考
慮
し
、
「
節
電
実
施
中
」

を
掲
げ
た
節
電
宣
言
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
布
。
計
画
達
成
者

に
は
、
節
電
達
成
証
の
発
行

を
検
討
し
て
い
る
。

　
家
庭
向
け
に
は
よ
り
踏
み

込
み
、
節
電．

ｇ
ｏ．

ｊ

ｐ
」
の
家
庭
向
け
コ
ー
ナ
ー

か
ら
、
節
電
行
動
を
選
択
し

て

％
削
減
を
宣
言
す
る

と
、
協
賛
企
業
か
ら
参
加
賞

賞
品
を
も
ら
え
る
よ
う
に
し

た
。
さ
ら
に
、
７
―
９
月
に

節
電
に
成
功
し
た
家
庭
に
は

抽
選
で
協
賛
企
業
か
ら
景
品

が
与
え
ら
れ
る
。
景
品
は
全

て
、
企
業
の
協
賛
に
よ
る
も

の
で
、
経
産
省
な
ど
政
府
の

予
算
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
電
力
の
需
要
に
対
し
供
給

余
力
が
３
％
を
切
っ
た
場
合

に
は
経
産
省
が
警
報
を
発

し
、
マ
ス
コ
ミ
や
防
災
無

線
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
節
電
と
使
用
抑
制
を
求
め

る
。
供
給
余
力
が
３
％
を
切

り
計
画
停
電
実
施
の
可
能
性

が
高
ま
っ
た
時
、
前
日
の

時
に
第
１
報
、
当
日
８
時

分
に
第
２
報
を
発
出
す
る
。

ま
た
計
画
停
電
を
行
う
場
合

は
、
実
施
す
る
２
時
間
前
に

電
力
会
社
が
通
知
す
る
。


